
学会報告
筑波大学医学群医学類

1

2023年3月27日



2



第128回日本解剖学会総会・学術集会
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◆Late Breaking

◆一般演題ポスター討論

◆「軸索誘導因子が大脳皮質錐体細胞

樹状突起形態形成に果たす機能の解析」

◆宿泊費、交通費はARE発表支援により援助

◆演題登録にあたって日本解剖学会に入会
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四角形



演題報告①

◆坂井建雄「魯迅は仙台医学専門学校で何を学んだか」

「心臓の構造と機能の医学史」
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魯迅（1881-1936） 田原淳（1873-1952）



演題報告①

◆魯迅

「医学で人をいくら救っても精神がきちんとしていなければ

駄目なんだ。体を救うよりも精神を救うのが先決なんだ。」

◆心臓とハートマークについて

かつて心房は血管の一部とされ、

心臓には含まれていなかった。

→♥マークは心室を象ったもの

ではないか？
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演題報告②

◆影山龍一郎「短周期振動する遺伝子発現の生理学的意義」

・basic helix-loop-helix(bHLH)…転写因子の１群

・短周期振動（オシレーション）

→体節形成

→神経発生

・数理モデル、in vivo実験

・エキソンの塩基配列

イントロンの“数”

→遺伝子発現のタイミングを規定
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演題報告③

◆村上栄一

「比較人体学」事始め ～仙腸関節から人体の秘密に迫る～
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演題報告④

軸索初節の構造と機能、病態での役割

◆鈴木厚

微小管束化・安定化タンパク質MTCL1による軸索初節形成制御機構

◆菅原健之

EFA6A-Arf6シグナルによる細胞内小胞輸送を介した軸索初節の制御機構

◆吉村武

神経発達症モデル動物における軸索起始部の構造破綻

◆桐生寿美子

神経損傷 ・ 神経変性疾患における軸索初節のダイナミクス
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